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説明会内容

1.山梨大学融合研究実践ドクターフェローシップ事業
の内容
背景・事業内容・募集要項

2. 山梨大学coの花フェローシップ事業の内容
背景・事業内容・募集要項

3. 学生推薦を考えている教員の皆さんへ



山梨大学融合研究実践ドクター
フェローシップ事業の内容

本年度の応募申請締め切り：4月19日（17:00時）









本学が申請した事業名称：

融合研究の推進による社会変革対応型ドクター人材の養成

本学が強みとする、融合研究を進める分野に所属する大学院

博士課程の学生を対象とする。これから到来する不安定で先

が見えない時代を見据え、独立して研究が行える能力の確保

に加えて、個に蓄積された諸学を融合して解決策を創造し、そ

の実現に向けて自由に分野や業種を越境できる勇気と実行力

を身に着けた学生の育成を目指す。以下の取り組みにより、

彼らの確かなキャリアパスの構築を支援する。



研究力向上・キャリアパス支援に向けた取組：

・長期研究インターンシップの実施

・学生が参加できる共同研究の整備

・トランスファラブルスキル研修プログラムの実施

・外部関係者を招いた研究発表会の開催

・セミナー開催やネイティブ教員による英語論文作成指導

・複数の学内外メンターによる研究指導とキャリアパス支援

・大学院生プレFD の実施

キャリアパス確保に向けた取組：

・企業を含む連携体制の構築や長期研究インターンシップ先の確保

・特任助教ポストの確保



修士2年 博士1年 博士2年 博士3年 特任助教

↑

フェロー申請 メンターグループとの面談
進路希望に応じた研究支援・キャリア支援プログラムの利用計画の
立案・見直し

就職 就職

・共同研究プログラム
・長期研究インターンシップ
・トランスファラブルスキル研修プログラム
・スキルアップセミナー
・大学院生プレFD

外部関係者を招いた研究発表会への参加

個別に選べる支援プログラム

今年度の支援プログラムの詳細はまだ未定 できるだけ早くに情報提供したい
来年度のフェロー申請は今年度中に行う予定



令和3年度 山梨大学融合研究実践ドク
ターフェローシップ募集要項

２．募集対象
募集対象学生の所属は以下のとおり。

（１）発生工学技術開発・実践特別教育プログラム
（２）流域環境科学特別教育プログラム
（３）先端脳科学特別教育プログラム
（４）協応行動科学特別教育プログラム
（５）地方創生への貢献が期待できる分野に属する専攻
（６）選考審査において特に認めた場合は上記以外の専攻も
対象とすることができる。

３．採用人数
６名



４．応募申請資格

（１）令和3年４月に、本学大学院博士課程の新入学生であるか、
博士課程在籍期間が１２ヶ月未満であること。（「博士課程入

学者」のうち「社会人 」 として扱われている者は除く）

（２）博士課程進学時に３０歳未満であること。ただし、出産・育児

等ライフイベントを経た者については、個別の事情に応じ、１

～２年程度、上記の年齢要件について配慮する。

（３）日本学術振興会特別研究員、国費外国人留学生、その他

本国からの奨学金等の支援を受ける留学生ではないこと。

（４）指導教員の推薦を受けていること。



５．フェローシップ期間

期間は３年間とする。

６．支援内容

研究生活の初期において、自由な発想のもとに主体的に研究に取

り組む機会を提供することにより、将来を担う創造性に富んだ研究

者を育成するため、研究専念支援金及び研究費を支給する。

・研究専念支援金 月額15万円 （毎月３０日に支給）

・研究費 年額２０万円

９．選考

フェローの選考は、山梨大学融合研究実践ドクターフェ

ローシップ選考審査委員会において行う。



10．選考方法及び審査方針
選考は、申請書及び研究計画書等に関するプレゼンテーション

により、以下の（１）から（４）の審査方針に基づいて行う。

（１）学術の将来を担う優れた研究者になることが十分期待でき

ること。

（２）自身の研究課題設定に至る経緯が示されており、かつその着

想が優れていること。また、研究の方法にオリジナリティがあり、

自身の研究課題の今後の展望が示されていること。

（３）研究を遂行する能力が優れていること

（４）日本学術振興会特別研究員への申請経験があることも重視す

る。

プレゼンテーション：パワーポイントを用いたプレゼンと試問
（一人15～20分を予定） 詳細は応募者に後日連絡



11．選考結果
選考結果は申請者本人及び指導教員に通知する。

12．フェローの義務
制度の趣旨に鑑み、以下の義務を負う。

（１）出産・育児に係る中断又は傷病を理由とする中断の場合

を除き、研究計画を踏まえた研究活動に専念すること

（２）本学が実施する研究力向上等に関するプログラムに参

加すること

（３）研究活動の状況を定期的に本学に報告すること

（４）メンターによる面談を定期的に受けること

（５）日本学術振興会特別研究員への申請を行うこと



13．支援の取り消し
以下の事由に該当することとなった場合は、研究専念支援金

及び研究費の支給を停止し、返還を求める場合がある。

（１）応募申請資格を喪失した場合（DCに受かったら取り消し）
（２）研究計画の遂行状況又は前条の義務の履行状況が不十分

と認められる場合

（３）フェローから辞退の申し出があった場合

（４）その他学長が支援を取り消すべき事由があると判断した場合

14．キャリアパスについて
・フェローが希望する場合は、博士課程修了に引き続き本学特任助
教として雇用することがある。
・特任助教の雇用期間は２年とし、雇用期間満了前の審査（教員評
価の結果等）により、雇用更新又は雇用期間の定めのない職員と
して採用することがある。



山梨大学Coの花フェローシップ事業の内容

本年度の応募申請締め切り：4月19日（17:00）



17

女性研究者割合２０％、３０％を目指して

（出所）内閣府男女共同参画局令和２年版男女共同参画白書データをもとにＪＳＴが作成
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18

専門分野別に見た大学等の研究本務者の男女別割合

（出所）内閣府男女共同参画局令和2年版男女共同参画白書より



【実施体制】

山梨大学が研究代表機関となり、シミックホールディングス株式会社、株式会社はくばくと連携し、女性の能力を生かしたイノベーティブ
な研究推進環境の創設による地域活性化のモデル作りに挑戦する。

･三機関を有機的に連携させる組織として”Yamanashi Network for Diversity & Innovation”を新たに立ち上げ事業推進を担う。
･事業の進展状況と成果を評価する第三者機関を設置し、事業終了後の展開にむけた取り組み体制の基礎とする。

山梨大学（牽引型）
共同実施機関：シミックホールディングス株式会社、株式会社はくばく

【特長】
1．クロスアポイントメント制度による積極的な女子学生・女性研究者
間の交流促進

2．女性研究者を代表とする地域貢献型共同研究への研究支援と、
「アドバイザーグループ」のサポートによる研究の推進・女性研究
者の育成

3．博士課程への女子学生進学を促す各種支援により、若手の女性
研究者の育成強化

【体制の概要】

実施期間：R２年～R７年

ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ

【山梨大学における女性研究者の研究活動支援に関する取組状

況】

https://www.jst.go.jp/shincho/josei_shien/



ダイバーシティが牽引する地域活性化とイノベーション
～食・医療・女性のパワーが拓く未来社会 (R2-R7)

人材育成

アドバイザーグループ

【お問合せ】
機関名：山梨大学男女共同参画推進室
所在地：山梨県甲府市武田4-4-37
連絡先：055-220-8350
ＨＰ：https://danjo.yamanashi.ac.jp/女性比率の向上 女性上位職の増加 研究力の向上 地域活性化

ダイバーシティ研究環境の整備 上位職への積極登用に向けた取組

研究力の向上とリーダー育成
地域社会への波及とイノベーショ
ン

• 共同研究の実施とアドバイザ―
クループ体制の構築

• 女性管理職の登用加速に向けた
調査分析

• リーダー教育の実施

• 事業実施機関ならびに事業評価
のための第三者機関の設置

• 本事業の取り組みで得られた研
究成果の周知

• クロスアポイントメント制度に
よる人事交流の促進

• 博士女子学生への各種支援によ
る若手育成

• 管理職マネジメントの課題の可
視化と課題解決

• 大学院総合研究部における中堅
女性研究者の上位職登用の加速

新たな取組内容
地域で活躍し、地域に貢献できる
女性研究者・女性技術者の育成

・地域活性化に役立つ研究成果
・大学での女性教員の増加
・企業での女性管理職の増加

他企業・他機関への波及

地域内での更なる女性活躍と
地域活性化

共同研究
人事交流
クロスアポイントメント

博士育成
博士女子学生等への支援



の花フェローシップ



令和3年度 Coの花フェローシップ募集要項（融合研究ドクターフェローシップとの相違点）

融合研究実践ドクターフェローシップ Coの花フェローシップ

資金源 文科省「科学技術イノベーション創
出に向けた大学フェローシップ創設
準備事業」

JST「ダイバーシティ研究環境イニシア
ティブ」

対象 原則として、本学が強みとする研究
分野に関わる大学院特別教育プロ
グラムならびに、地方創生への貢
献が期待できる分野に属する専攻
の学生とする。

本学の博士課程に在籍する女子学
生

申請資格 前年度10月あるいは当該年度
4月の入学生

博士課程に在籍する女子学生
（学年は問わない）

採用期間 3年 3年以内（支援開始時の学年に応じ
て、博士課程修了までの）

支援内容 研究専念支援金 月額15万円
（年額180万円）

研究費 年額20万円

研究専念支援金 月額5万円
（年額60万円）

研究費 年額50万円

選考方法・フェローの
義務等

基本的に同じ

キャリアパス 希望すれば本学の特任助教として2年間雇用されることがある
（ただしポスト数は今後協議）

庶務 教務企画課大学院支援室及び大学院教育マネジメント室



教員の皆さまへ 協力のお願い

融合研究フェローシップについては、

採択通知が来て間がないため、まだ未定の部分があります。

学生にとって良い事業となるよう、情報提供やご意見をお願いします。

特に以下について情報をお願いします。

・メンター候補者として適任と思われる人物に関する情報

・企業との共同研究への博士学生の参加実態

・企業や大学などへの長期インターンシップの実施実態

・博士学生の発表会に招きたい外部関係者（企業や組織）

今回学生に用意する事業の中で、フェローシップ採択者以外の

学生にも利用を拡大してほしい事業内容



追加情報①

・他の奨学金等を受けていることについて、基本的には
選考時の採否の判断とはしませんが、プレゼン時に、
受けている奨学金等の情報提供をお願いします。

・選考されたフェローシップ対象学生は、文部科学省より
大学ホームページ等にて公表を求められているので、
決定後大学ホームページにて公表します。

・選考時のプレゼンについては、英語で行うことを可とす
る。



追加情報②

・配分額が大きい融合研究実践ドクターフェローシップ
については選考された場合、研究専念支援金は雑所
得として課税対象なり、所得税に関する確定申告が
必要となります。

・研究専念支援金は雑所得として扱われるため、健康
保険や扶養手当における扶養の扱いは、扶養義務者
（親等）にお伝えいただき、扶養義務者（親等）の職場
のご担当者に問い合わいただき、対応してください。



ご清聴ありがとうございました。

今回は二つのフェローシップの説明でした。
この二つ以外でも、本学の大学院生支援に関する
要望・質問等がありましたら

教務企画課大学院支援室

あるいは

風間(kfutaba@yamanashi.ac.jp)まで

お寄せください。


